
小学校の夏休み期間中の平成３０年８月１日（水），２日（木）の両日，小学生とその保護者等を

対象に，夏休み親子生活教室を開催しました。 

生活教室は，消費者教育・啓発の一環として，幼いころから金銭や商品に関心や興味を持っていた

だくきっかけとなるよう，夏休みの時期に合わせ，消費生活センターが，社会貢献活動として消費者

への教室を開催している企業のご協力を得て開催したものです。 

 

 

   

小学校３～６年生を対象にお金の大切さに関する講話とＬＥＤ電球を使ったオリジナルランプ 

の製作をとおして電球の種類や仕組みを学ぶとともに，照明器具に関する省エネ等について家族 

みんなで考えてもらう教室としました。 

 

 

   

小学校１～３年生を対象にお金の大切さに関する講話と日頃「おやつ」として食べている 

「スナック菓子」がどのような原材料からできているかなどをゲーム形式で考えたり，食品 

表示の見方について学んだり，食に関する自己管理能力を養ってもらう教室としました。 

 

 

平成３０年 夏休み親子生活教室を開催しました 

★８月１日 「LEDでオリジナルランプを作ろう」教室 

★８月２日 「スナック菓子について調べてみよう」教室 

このページに関するお問い合わせ 

県民生活環境部消費生活センター  茨城県水戸市柵町１丁目３番１号 

電話０２９－２２４－４７２２   FAX ０２９－２２６－９１５６ 

１日の教室は，パナソニック(株)エコソリューションズ社様，２日の教室は，カルビー(株)

様のご協力により開催したものです。実際に商品を作っている両社の教室は，参加した親子等

にとって，とても興味深く，楽しい教室となったようでみんな熱心に取り組んだり，聞き入っ

たりしていました。 


